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祝

『親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り
』
二
五
周
年

今
、
古
い
会
報
を
手
に
、
過
ぎ
去

っ
た

日
を
想
い
、
明
日
を
考
え
て
い
る
。
本
会
は
、

昨
年
、
会
は
じ
ま

っ
て
以
来
の
大
事
業
で

あ
る

「福
山
古
墳

ロ
ー
ド
」
整
備
事
業
に

取
り
掛
か
り
、
前
半
の
整
備
を
終
え
た
。

今
年
も
そ
の
後
半
の
事
業
に
向
け
て
体
制

を
整
え

つ
つ
あ
る
現
状
だ
。

こ
の
事
業
を
提
案
す
る
と
き
、
古
墳

ロ

ー
ド
の
整
備
は
、
会
を
設
立
し
た
と
き
か

ら
の
夢
だ

っ
た
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
事
業
は

「親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り
」
か

ら
産
ま
れ
た
こ
と
を
お
話
し
た
。

「親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り
」
は
、
本
会

の
年
間
行
事
の
中
で
最
大
の
規
模
と
内
容

を
も

つ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
毎
年
五
月
五

日
の

「子
ど
も
の
日
」
に
実
施
し
、
古
い

会
員
は
、　
一
度
は
家
族
と
の
板
ば
さ
み
に

な

っ
て
悩
ん
だ
は
ず
だ
。

四
半
世
紀
の
中
で
ず
い
ぶ
ん
記
憶
が
遠

の
い
て
し
ま
っ
た
が
、
古
い
会
報
を
開
く
と
、

古
墳
め
ぐ
り
の
企
画
が
芽
生
え
た
の
は
、

会

長

田

口

義

之

創
立
当
初
に
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
だ
。
会
を

始
め
た
頃
、
メ
ン
バ
ー
は
若
く
、
柔
軟
な

頭
か
ら
は
次
々
と
新
鮮
な
企
画
が
産
ま
れ
た
。

現
在
に
続
く
会
員
の
企
画
案
内
に
よ
る

「例

会
」
、
歴
史
講
演
会
、
古
墳

・
城
郭
の
研

究
部
会
…
。
会
報

一
〇
号
の
中
で
神
谷
名

誉
会
長
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「備
陽
史
探
訪
の
会
を
発
足
さ
せ
た
当
時

の
常
連
の
メ
ン
バ
ー
と
云
っ
て
も
、
四
、

五
人
し
か
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
誰
も

が
共
通
の
念
願
と
い
う
か
、
将
来
の
計
画

の
中
に
、
こ
の

「親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り
」

が
入

っ
て
い
ま
し
た
。
会
長
の
私
自
身
、

こ
の
計
画
を
ど
う
し
て
も
実
行
に
移
し
た

い
と
い
う
強
い
願
望
を
持
っ
て
い
ま
し
た
」

ま
た
、
こ
う
も
述
べ
ら
れ
て
い
る

「し
か
し
、

少
し
で
も
早
く
実
行
に
移
し
た
い
と
願
う

反
面
彿
り
色

々
と
大
変
な
問
題
を
本
会
が

抱
え
込
む
こ
と
に
な
り
、
計
画
は
立
て
な

が
ら
、
い
つ
も
二
の
足
を
踏
ん
で
い
ま
し
た
」

そ
れ
は
そ
う
で
あ
ろ
う
、
本
会
は
創
立

間
も
な
く
、
確
か
会
員
数
も
五
〇
名
を
越

え
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
だ
か
ら
、
事

前
の
準
備
は
、
念
に
は
念
を
入
れ
て
行
っ
た
。

会
合
も
四
、
五
回
は
持

っ
た
と
思
う
。

コ

ー
ス
は
最
初
か
ら
近
田
駅
か
ら
服
部
大
池

を
通

っ
て
駅
家
駅
ま
で
が
候
補
に
挙
が

っ

て
い
た
と
思
う
（
古
墳

ロ
ー
ド
の
コ
ー
ス

で
あ
る
）
。
最
初
の
挑
戦
と
い
う
こ
と
で

会
員
は
相
当
緊
張
し
て
い
た
と
思
う
。
幸

い
天
候
に
も
恵
ま
れ
、　
〓

一〇
名
の
参
加

者
も
得
て
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
時
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
取
材
に
来
て
、
駅
前

の

「養
老
の
滝
」
で
テ
レ
ビ
に
映

つ
た
自

分
た
ち
の
姿
を
見
て
、
万
歳
三
唱
し
た
こ

と
は
何
度
か
述
べ
た
。
そ
れ
だ
け
初
回
の

印
象
は
古
い
会
員
の
頭
の
中
に
強
烈
に
残

つ
て
い
る
。
以
来
、
今
日
ま
で
毎
年
欠
か

さ
ず
実
施
し
、　
一
度
も
事
故
を
起
こ
さ
な

か
っ
た
の
は
我
々
の
大
き
な
誇
り
で
あ
る
。

四
半
世
紀
の
歴
史
を
持

つ

「親
と
子
の

古
墳
め
ぐ
り
」
、
色
ん
な
思
い
出
が
あ
る
。

二
、
三
述
べ
て
私
の
挨
拶
の
締
め
く
く
り

と
し
た
い
。

今
ま
で
の
古
墳
め
ぐ
り
で

一
番
参
加
者

が
多
か
っ
た
の
は
第
二
回
の
と
き
で
あ
る
。

コ
ー
ス
は

「津
之
郷
―
赤
坂
コ
ー
ス
」
だ
。

こ
の
時
は
何
と
約
二
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。

一
口
に
二
〇
〇
と
い
う
が
、
こ
れ
は
大
変

な
数
で
あ

っ
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
福
山
駅

前
か
ら
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
津
之
郷
町

の

「谷
尻
バ
ス
停
」
で
降
り
、
徒
歩
で
Ｊ

Ｒ
の
赤
坂
駅
に
向
か
う
。
二
〇
〇
名
が

一

台
の
バ
ス
に
乗
れ
る
は
ず
が
無
い
。
確
か

バ
ス
会
社
と
交
渉
し
て
、
臨
時
便
を
四
台

ほ
ど
出
し
て
も
ら

つ
た
と
思
う
。
二
〇
〇

名
が
行
列
を
組
ん
で
歩
く
の
は
壮
観
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
の
思
い
出
で
は
篠
原
さ
ん

が
始
め
て
参
加
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
同

氏
が
昔
懐
か
し
い
ズ

ッ
ク
の
リ

ュ
ツ
ク
を

背
負

っ
て
こ
ら
れ
た
の
が
印
象
的
だ
（
あ

の
リ

ュ
ッ
ク
今
も
あ
る
の
か
気
に
な
る
と

こ
ろ
だ
）
。

野
外
の
行
事
だ
か
ら
、
い
つ
も
頭
を
悩

ま
す
の
は
天
候
で
あ
る
。
幸
い

「雨
で
中
止
」

に
な

っ
た
こ
と
は
無
い
が
、
危
う
か
っ
た

こ
と
が
三
度
あ
る
。
最
初
は
三
回
目
だ
。

ル
ー
ト
は
神
辺
の
大
坊
古
墳
か
ら
加
茂
の

石
鎚
山
古
墳
に
抜
け
る
コ
ー
ス
で
、
出
発

時
点
で
は
雨
は
降

つ
て
い
な
か
っ
た
が
、

次
第
に
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
、
加
茂
谷

に
入
っ
た
頃
か
ら
雨
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

三
度
目
は
、
平
成
二
年
の

「第
人
回
」
で

あ
る
。
服
部
の
北
塚
か
ら
二
子
塚
ま
で
の

コ
ー
ス
で
、
朝
ま
で
雨
が
降
り
、
散
々
悩

ん
だ
末
、

「雨
の
ち
晴
れ
」
の
天
気
予
報

を
信
じ
て
決
行
し
た
。
雨
は
、
バ
ス
が
現

地
に
着
く
頃
に
は
上
が
り
、
十
時
頃
に
は

見
事
な
青
空
が
広
が

っ
た
。
こ
の
時
に
は

連
絡
の
不
備
か
ら
、　
一
つ
の
班
全
員
が
欠
席
、

臨
時
便
が
定
刻
に
出
て
、　
一
台
の
バ
ス
に

全
員
ス
シ
ズ
メ
と
い
う

「お
ま
け
」
ま
で

つ
い
て
、
参
加
者
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
。
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第
二
五
回

第
二
画
回

第
二
三
回

第
二
二
園

第
二

一
回

第
二
〇
回

第
十
九
園

第
十
八
回

第
十
七
回

第
十
六
爾

第
十
五
圏

第
十
四
回

第
十
二
圃

第
十
二
圏

第
十

一
回

第
十
回

第
九
回

第
八
回

第
七
日

第
六
回

第
五
回

第
簗
回

第
二
爾

第

二
回

第

一
回

爾
数

二
〇
〇
七

（平
成
十
九
）
年

二
〇
〇
六

（平
成
十
八
）
年

二
〇
〇
五

（平
成
十
七
）
年

二
〇
〇
爾

（平
成
十
六
）
毎

二
〇
〇
三

（平
成
十
五
）
年

二
〇
〇
二

（平
成
十
四
）
年

二
〇
〇

一
（平
成
十
鴛
）
等

二
〇
〇
〇

（平
成
十
二
）
年

一
九
九
九

（平
成
十

一
）
年

一
九
九
八

（平
成
十
）
年

一
九
九
七

（平
成
九
）
年

一
九
九
六

⌒平
成
八
）
年

一
九
九
五

（平
成
七
）
年

一
九
九
鶴

（平
成
六
）
年

一
九
九
三

⌒平
成
五
）
年

一
九
九
二

（平
成
四
）
年

一
九
九

一
（平
成
三
）
年

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年

一
九
八
九

（平
成

一
）
年

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年

一
九
八
五

（昭
和
六
十
）
年

一
九
八
甕

（昭
泰
五
九
）
年

一
九
八
三

⌒昭
雅
五
八
）
年

実
施
年
度

二
十
五
周
年
記
念
特
別
コ
ー
ス

（バ
ス
）
吉
備
路

神
透
コ
ー
ス

松
永
南
コ
ー
ス

加
茂
～
駅
家
議
―
ス

駅
家
北
コ
ー
ス

二
十
周
年
認
念
新
設
コ
ー
ス
　
松
永
北
コ
ー
ス

津
之
郷
～
赤
坂
磯
―
ス

神
透
～
加
茂
コ
ー
ス

神
透
コ
ー
ス

松
永
南
調
―
ス

駅
家
北
コ
ー
ス

加
茂
～
駅
家
コ
ー
ス

神
透
～
加
茂
コ
ー
ス

神
通
コ
ー
ス

津
之
郷
～
赤
坂
コ
ー
ス

十
鶴
年
記
念
特
別
コ
ー
ス

（バ
ス
）

曽
根
田
自
塚
宙
墳
～
尾
市
第

一
号
宙
墳

神
運
～
加
茂
コ
ー
ス

駅
家
北
コ
ー
ス

加
茂
～
駅
家
コ
ー
ス

津
之
郷
～
赤
坂
コ
ー
ス

駅
家
南
コ
ー
ス

神
透
コ
ー
ス

神
通
～
加
茂
職
―
ス

津
之
郷
～
赤
坂
コ
ー
ス

駅
家
南
コ
ー
ス

コ
ー
ス

九
六
名

一
二
五
名

六

八

名

一
六
名

一
〇
七
名

一
爾
爾
黎

一
二
〇
名

一
二
五
名

一
六
〇
名

七
〇
名

一
〓
δ

名

一
菫
δ

名

喜

δ

名

九
〇
名

一
〇
〇
名

六
八
名

一
〇
三
ユ
】

一
一
七
名

一
〇
一一一名

一
〇

丁
猛

五
六
名

六
九
名

二
〇
二
名

一
二
六
名

参
議
人
数

親
と
子
の
吉
墳
め
ぐ
り
実
施
記
録

各

コ
ー
ス
の
詳
綴
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

◎
駅
家
南
コ
ー
ス

…
平
野
に
曲
か
つ
て
東
に
延
び
る
豊
陵
の
頂
上
に
進
ら
れ
て
い
て
、
燿
遊
の
平
野

を
ほ
と
ん
ど
見
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
古
墳
の
形
は
前
方
後
円
墳
で
、
周
り
の

周
溝
を
含
む
と
長
さ
は
七
三

ｍ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
芦
田
川
流
域
で
は
最

大
の
古
壌
で
、
し
か
も
最
後
に
進
ら
れ
た
競
方
後
爾
横
で
す
。
機
丘
は
違
う
性
質

の
上
を
交
互
に
積
み
固
め
た

「版
築
」
と
い
う
技
術
で
丈
夫
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

埋
葬
施
設
は
両
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
、
玄
室
と
通
路
の
羨
道
が
あ
り
、
羨
道
に

は
さ
ら
に
墓
道
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

石
室
は
、
長
さ
が
羨
道
ま
で
十
四

。
九

ｍ
、
墓
道
を
含
め
る
と
三
二

・
三
～
二
四

・

人

ｍ
。
玄
室
の
長
さ
六

。
人

ｍ
、
幅
二

・
五

ｍ
、
高
さ
二

・
三

ｍ
と
い
う
巨
大
な

も
の
で
す
。
石
室
に
は
緯
合
せ
式
の
石
棺
の

一
部
が
残

っ
て
い
ま
し
た
。

副
葬
品
は
、
土
器
類
、
馬
具
類
そ
し
て
環
頭
太
刀
の
極
頭
が
見
つ
か
り
、
古
墳

の
造
り
方
や
副
葬
品
、
そ
し
て
石
棺
の
石
材
な
ど
か
ら
畿
内
政
権
と
関
係
命
深
い

人
物
の
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
造
ら
れ
た
の
は
六
世
紀
の
終
わ
り
頃
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

…
直
径
十
五

ｍ
、
高
さ
三

ｍ
の
両
墳
で
、
後
側
の
丘
陵
と
の
境
に
は
古
簑
と
丘
陵

を
区
雇
す
る
溝
が
あ
り
ま
す
。
埋
葬
施
設
は
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
、
長
さ
は
七

・

七

ｍ
、
高
さ
二

・
二
五

盤
あ
り
、
天
丼
に
近
づ
く
ほ
ど
少
し
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
古
横
か
ら
は
馬
具

・
須
恵
器

。
鉄
の
刀
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
六
世

紀
後
半
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

…
宝
塚
古
横
の
東
尾
根
に
あ
り
、
古
簑
の
土
盛
り
は
流
れ
て
し
ま
い
機
の
な
い
横

穴
式
石
室
が
露
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
、
元
々
は
直
径
十
五

ｍ
、
高
さ
三

ｍ
ほ
ど
の
濤
墳
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
世
紀
後
半
以
降
に
築
か
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（広
島
県
史
跡
）

（小
山
田
第
八
号
古
墳
）
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冊
困
田
田
□
園

（広
島
県
史
跡
）

…
直
径
十
二

ｍ
、
高
さ
四

ｍ
の
円
墳
で
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
が
あ
り
ま
す
。
横

穴
式
石
室
は
石
の
積
み
方
や
天
丼
が
高
い
こ
と
、
部
屋
が
ド
ー
ム
状
に
な

っ
て
い

る
な
ど
古
い
形
を
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
長
さ
四

・
一
ｍ
、
幅
二

・

九

ｍ
、
高
さ
三

・
三

ｍ
の
大
き
さ
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
馬
具

・
鉄
製
品

・
須
恵
器

・

土
師
器
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
造
ら
れ
た
の
は
六
世
紀
の
前
半
頃
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

…
石
室
の
み
残

っ
て
い
る
の
で
古
墳
の
形
は
不
明
で
す
。
石
室
は
広
島
県
内
で
も

有
数
の
大
型
の
横
穴
式
石
室
で
、
残
っ
て
い
る
部
分
は
長
さ
四

ｍ
、
高
さ
三

・
一
ｍ
、

幅
二

・
四
二

ｍ
の
大
き
さ
で
す
。
青
銅
器
の
鏡

・
玉
類

・
馬
具

・
武
器

・
須
恵
器

な
ど
多
く
の
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
築
造
は
六
世
紀
の
終
わ
り
頃
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
駅
家
北
コ
ー
ス

＋

前田
曰
口
□

（広
島
県
史
跡
）

一
　
」
¨

形 っ の
一
一
¨
］
¨
い
は
¨
一
¨
¨
］
け
］
一
「
一
『
¨
一
¨
一
一
「
核
潮
「
神

田
旧
因
田
旧
□
□
□

（広
島
県
史
跡
）

…
墳
丘
は
後
の
時
代
に
削
ら
れ
て
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
円
墳
か
方
墳
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
埋
葬
施
設
は
両
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
、
大
き
な
花
商
岩
の
表

面
を
平
ら
に
削

っ
て
部
屋
を
造

つ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
須
恵
器
や
金
の
耳
飾

- …
古
墳
の
土
盛
り
は
な
く
横
穴
式
石
室
の

一
部
が
露
出
し
、
そ
の
上
に
熊
野
神
社

を
祀

っ
て
い
ま
す
。
地
形
か
ら
直
径
十
五

ｍ
を
超
え
る
円
墳
と
考
え
ら
れ
、
石
室

は

一
部
積
み
直
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
六
世
紀
後
半
の
古
墳
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

り
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

室
の

一
部
が
露
出
し
、
そ
の
上
に
熊
野
神
社

十
五

ｍ
を
超
え
る
円
墳
と
考
え
ら
れ
、
石
室

思
わ
れ
ま
す
。
六
世
紀
後
半
の
古
墳
と
考
え

口日
田
□
□

（小
山
田
第
人
号
古
墳
）

…
直
径
十
五

ｍ
、
高
さ
三

ｍ
の
円
墳
で
、
後
側
の
丘
陵
と
の
境
に
は
古
墳
と
丘
陵

を
区
別
す
る
溝
が
あ
り
ま
す
。
埋
葬
施
設
は
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
、
長
さ
は
七

・

七

ｍ
、
高
さ
二

・
二
五

ｍ
あ
り
、
天
丼
に
近
づ
く
ほ
ど
少
し
狭
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
古
墳
か
ら
は
馬
具

・
須
恵
器

・
鉄
の
刀
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
六
世

紀
後
半
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

（広
島
県
史
跡
）

…
平
野
に
向
か
っ
て
東
に
延
び
る
丘
陵
の
頂
上
に
造
ら
れ
て
い
て
、
周
辺
の
平
野

を
ほ
と
ん
ど
見
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
古
墳
の
形
は
前
方
後
円
墳
で
、
周
り
の

周
溝
を
含
む
と
長
さ
は
七
三

ｍ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
芦
田
川
流
域
で
は
最

大
の
古
墳
で
、
し
か
も
最
後
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
で
す
。
墳
丘
は
違
う
性
質

の
土
を
交
互
に
積
み
固
め
た

「版
築
」
と
い
う
技
術
で
丈
夫
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

埋
葬
施
設
は
両
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
玄
室
と
通
路
の
羨
道
が
あ
り
、
羨
道
に
は

さ
ら
に
墓
道
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

石
室
は
、
長
さ
が
羨
道
ま
で
で
十
四

・
九

ｍ
、
墓
道
を
含
め
る
と
三
二

・
三
～

二
四
ｏ人

ｍ
で
す
。
玄
室
は
、
長
さ
六
・人

ｍ
、
幅
二
・五

ｍ
、
高
さ
三
上
二
ｍ
と
い
う
巨

大
な
も
の
で
す
。
石
室
に
は
組
合
せ
式
の
石
棺
の

一
部
が
残

っ
て
い
ま
し
た
。

副
葬
品
で
は
、
土
器
類
、
馬
具
類
そ
し
て
環
頭
太
刀
の
柄
頭
が
見

つ
か

っ
て
い

ま
す
。
古
墳
の
造
り
方
や
副
葬
品
、
そ
し
て
石
棺
の
石
材
な
ど
か
ら
畿
内
政
権
と

関
係
の
深
い
人
物
の
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
造
ら
れ
た
の
は
六
世
紀
の
終
わ

り
頃
と
考
え
ら
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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◎
加
茂
町
～
駅
家
町
コ
ー
ス

囲
困
日
日
日
目
□
□
□

（広
島
県
史
跡
）

…
花
同
岩
の
切
石
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く

っ
た
遺
体
を
入
れ
る
小
型
の
部
屋
を
横

口
式
石
椰
と
い
い
ま
す
。
猪
の
子
第

一
号
古
墳
は
こ
の
横
口
式
石
椰
を
も

つ
終
末

期
古
墳
と
し
て
有
名
な
古
墳
で
す
。
横
口
式
石
椰
の
石
と
石
の
隙
間
に
は
漆
喰
が

残

っ
て
い
ま
す
。
古
墳
の
形
は
不
明
で
す
が
方
墳
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
で
す
。

七
世
紀
後
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

…
二
基
の
古
墳
か
ら
な
り
ま
す
。
第

一
号
古
墳
は
直
径
十
六

ｍ
、
高
さ
二

ｍ
の
円

墳
で
す
。
竪
穴
式
石
室
が
あ
り
、
水
は
け
を
良
く
す
る
排
水
溝
も
あ
り
ま
し
た
。

中
か
ら
は
中
国
製
の
鏡
が
見

つ
か

っ
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代
前
期
に
つ
く
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

第
二
号
古
墳
は
芦
田
川
流
域
で
は
珍
し
い
前
方
後
方
墳
と
い
う
形
で
、
全
長
二

九

ｍ
、
高
さ
三

ｍ
の
大
き
さ
で
す
。
発
掘
調
査
を
し
て
い
な
い
の
で
詳
し
い
こ
と

は
分
か
つ
て
い
ま
せ
ん
が
、
古
墳
時
代
前
期
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

…
今
は
道
路
に
な

っ
て
消
滅
し
て
い
ま
す
が
、
弥
生
時
代
～
古
墳
時
代
の
集
団
墓

で
し
た
。

遺
跡
か
ら
は
土
墳
墓
約
八
十
基
、
箱
式
石
棺
三
基
、
石
詰
土
墳
墓
四
基
が
見

つ

か
つ
て
い
ま
す
。

□
囲
圏
□
目
日
国

（公
園
）

…
粟
塚
古
墳
群
と
移
築
し
た
狼
塚
２
号
墳
、
そ
し
て
正
福
寺
裏
山
第

一
号
古
墳
の

石
室
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

…
全
長
四
七

ｍ
、
高
さ
四

ｍ
の
前
方
後
円
墳

（円
墳
と
の
説
も
あ
り
ま
す
）
。
二

基
の
竪
穴
式
石
室
を
も
ち
中
国
製
の
鏡

（三
角
縁
神
獣
鏡
を
含
む
）

・
鉄
製
品

・

玉
類
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
四
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
五
世
紀
の
初
め
頃
の
築
造

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

［凹
口
田
固
□

（広
島
県
史
跡
）

…
直
径
十
二

ｍ
、
高
さ
四

ｍ
の
円
墳
で
、
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
横
穴
式
石
室
は
、
石
の
積
み
方
や
天
丼
が
高
い
こ
と
、
部
屋
が
ド
ー
ム
状
に

な
っ
て
い
る
な
ど
古
い
形
を
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
長
さ
四

・
一
ｍ
、

幅
二

・
九

ｍ
、
高
さ
三

・
三

ｍ
の
大
き
さ
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
馬
具

・
鉄
製
品

・

須
恵
器

・
土
師
器
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
造
ら
れ
た
の
は
六
世
紀
の
前
半

頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
神
辺
～
加
茂

コ
ー
ス

＋

［囚
囲
日
□

（広
島
県
史
跡
）

〓
嘲
渕
』
範
覇
艇
奪
薩
吻̈
轟
明

…
丘
陵
の
狭
い
範
囲
に
六
基
の
横
穴
式
石
室
が
確
認
で
き
ま
す
。
中
心
と
な
る
カ

ン
カ
ン
石
古
墳
は
、
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
を
持

つ
比
較
的
大
き
な
円
墳
で
す
。

六
世
紀
後
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

…
現
在
は
団
地
に
な

っ
て
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
菱
原
池
か
ら
東
に
延
び

る
尾
根
上
に
ラ
ク
ダ
の
瘤
の
よ
う
に
人
基
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
方
形

- …
石
室
の
み
残

っ
て
い
る
の
で
古
墳
の
形
は
不
明
で
す
。
石
室
は
広
島
県
内
で
も

有
数
の
大
型
の
横
穴
式
石
室
で
、
残
っ
て
い
る
部
分
は
長
さ
四

ｍ
、
高
さ
三

・
一
ｍ
、

幅
二

・
四
二

ｍ
の
大
き
さ
で
す
。
青
銅
器
の
鏡

・
玉
類

・
馬
具

・
武
器

・
須
恵
器

な
ど
多
く
の
遺
物
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
築
造
は
六
世
紀
の
終
わ
り
頃
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
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や
円
形
の
ど
れ
も
小
規
模
な
古
墳
で
、
発
掘
調
査
に
よ
り
主
体
部
は
土
墳
墓
や
箱

式
石
棺
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
出
土
品
に
は
、
鉄
剣
や
鏃
、
玉
類
な
ど

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
世
紀
前
半
か
ら
六
世
紀
後
半
の
在
地
色
の
濃
い
被
葬

者
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

囲
悧
冊
Ⅲ
□
□
□

（広
島
県
史
跡
）

…
丘
陵
の
先
端
に
位
置
す
る
た
め
視
界
が
良
く
、
遠
く
芦
田
川
ま
で
望
む
こ
と
が

出
来
ま
す
。

古
墳
時
代
前
期
の
四
世
紀
代
の
古
墳
と
し
て
、
広
島
県
で
も
数
少
な
い
古
墳
の

ひ
と
つ
で
す
。
第

一
号
古
墳
は
貼
石
の
あ
る
二
段
築
成
の
円
墳

（直
径
二
十

ｍ
）
で
、

二
基
の
竪
穴
式
石
室
を
も

つ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
、
中
か
ら
は
人
骨

と
共
に
銅
鏡

（画
文
帯
神
獣
鏡
）
、
鉄
の
鏃
、
玉
類
な
ど
多
く
の
副
葬
品
を
出
土

し
ま
し
た
。

第
二
号
古
墳
は
第

一
号
古
墳
の
東
隣
り
に
あ
り
、
第

一
号
古
墳
よ
り
や
や
遅
い

時
期
に
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
主
体
部
か
ら
割
れ
た
鏡
の
破
片
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。

囲
困
日
日
用
闇
□
□
□

（広
島
県
史
跡
）

…
古
墳
時
代
も
終
わ

っ
た
飛
鳥
時
代
の
古
墳
で
終
末
期
古
墳
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

こ
の
終
末
期
古
墳
は
全
国
的
に
見
て
も
数
が
少
な
く
、
こ
ン
」芦
田
川
流
域
の
狭

い
範
囲
に
猪
の
子
古
墳
を
は
じ
め
と
し
て
三
基
の
終
末
期
古
墳
が
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
す
。
猪
の
子
古
墳
は
羨
道
よ
り
内
部
の
方
が
狭
く
、

ち
ょ
う
ど
棺
が
入
る
程
度
の
広
さ
し
か
持
た
な
い
点
で
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
石
材

は
花
商
岩
で
、
表
面
を
き
れ
い
に
削
り
、
石
と
石
の
間
に
は
漆
喰
が
認
め
ら
れ
ま

す
か
ら
、
当
初
は
内
部
が
自
か

つ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
墳
丘
は
現

在
円
形
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
方
形
だ

っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
七
世
紀

後
半
頃
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
神
辺

コ
ー
ス

- 生 三
時 近
代 く
の の

集 福
落 山
⌒ 通
環 i_~4

濠 の
集 倉
落 庫Vが
で あ
あ る
る 一
御 帯
領 は
遺

｀

跡 周
囲
に
濠
を

重
に
巡
ら
せ
た
弥

ｍ
、
幅

一

鉄
道
御

領
駅
下

囲
日
日
田
□
□

（法
童
寺
古
墳
群
）

…
法
童
寺
古
墳
群
の
中
心
的
な
古
墳
で
、
円
墳
に
横
穴
式
石
室

（長
さ
六

七

ｍ
、
高
さ

一
・
五

ｍ
）
を
も

つ
た
六
世
紀
後
半
の
古
墳
で
す
。

…
奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
に
よ

つ
て
全
国
に
作
ら
れ
た
国
分
寺
の
な
か
で
備
後
国

の
も
の
。　
一
九
七
二
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
、
東
西
南
北
百
八
十

ｍ
の
範
囲
に
塔

・

金
堂

・
講
堂
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

一　卜嘲め貯商嘩御」動作詰囃郵きｒ郡穴式石室や箱式石棺からなる小規

…
国
分
寺
裏
山
古
墳
群
か
ら
さ
ら
に
登

っ
て
い
く
と
、
頂
上
付
近
に
３
基
の
古
墳

が
存
在
し
ま
す
。
第
二
号
古
墳
は

一
九
七
二
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
ゆ
が

ん
だ
円
墳
に
箱
式
石
棺
を
も
ち
、
中
か
ら
玉
類

・
二
体
の
人
骨
が
見

つ
か

っ
て
い

ま
す
。
五
世
紀
の
中
頃
か
ら
後
半
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

［旧
凹
□
旧
□

（広
島
県
史
跡
）

…
迫
山
の
南
丘
陵
斜
面
に
あ
る
十

一
基
か
ら
な
る
古
墳
群
で
す
。
第

一
号
古
墳
は

広
島
県
内
で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
横
穴
式
石
室
で
、
長
さ
十

一
・
三

ｍ
、
幅
二

ｏ

五

ｍ
、
高
さ
二

ｏ
人

ｍ
の
大
き
さ
で
す
。　
一
九
人
三
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
、
環
頭

太
刀
を
は
じ
め
武
器
、
玉
類
、
耳
環
等
多
く
の
副
葬
品
が
出
土
し
ま
し
た
。
中
で

も
環
頭
柄
頭
は
、
畿
内
勢
力
と
の
強
い
関
係
を
伺
わ
せ
る
貴
重
な
も
の
で
、
こ
の

被
葬
者
は
畿
内
の
勢
力
を
背
景
に
し
た
有
力
な
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
六

世
紀
後
半
か
ら
末
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

…
小
山
池
の
北
側
に
見
つ
か
っ
た
寺
跡
で
、
こ
の
池
の
南
側
に
は
古
代
の
山
陽
道

が
走

つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
東
か
ら
金
堂

・
塔

・
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講
堂
が
ほ
ぼ

一
直
線
に
並
ぶ
と
い
う
特
徴
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
範
囲
は
東
西
約
百

ｍ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
出
土
し
た
瓦
は
、
七
世
紀
後
半
～

奈
良
時
代

・
平
安
時
代
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
寺
跡
の
東
に
国
分
寺
跡
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
七
世
紀
後
半

（自
鳳
時
代
）
に
建
て
ら
れ
た
お
寺
が
奈
良
時
代

に
な

っ
て
国
分
尼
寺
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
？
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

…
付
近
は
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
中
世
の
時
代
の
大
官
遺
跡
で
、
注
目
さ
れ
る
の

は
弥
生
時
代
前
期
の
環
濠
集
落
と
古
墳
時
代
後
期
の
大
規
模
な
建
物
群
の
跡
で
す
。

＋
田関
□
旧
幽

（福
山
市
史
跡

‥
津
之
郷
小
学
校
）

一
鍼
麗
ヴ
時
い発
に化貝幣が見つかって貰

素

…
直
径
二
五

ｍ
、
高
さ
約
二

ｍ
の
円
墳
で
、
墳
丘
に
二
重
の
円
筒
埴
輪
が
め
ぐ

つ

て
い
ま
す
。

五
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

l

ス

-
…
六
基
の
横
穴
式
石
室
を
持

つ
古
墳
群
で
、
い
ず
れ
も
円
墳
で
す
。

は
第

一
号
古
墳

（福
山
市
史
跡
）
で
全
長
約
九

ｍ
、
幅

一
・
六
五

七
五

ｍ
の
大
き
さ
で
す
。
築
造
時
期
は
六
世
紀
後
半
で
す
。

…
六
基
の
横
穴
式
石
室
か
ら
な
る
古
墳
群
で
、
い
ず
れ
も
円
墳
で
す
。
見
学
す
る

の
は
第
二
号
古
墳
と
第
四
号
古
墳

（福
山
市
史
跡
）
。
第
四
号
古
墳
は
大
き
さ
が

直
径
約
人

ｍ
、
横
穴
式
石
室
は
全
長
人

ｍ
、
幅

一
・
七
九

ｍ
、
高
さ

一
・
七
五

ｍ

の
大
き
さ
で
す
。
築
造
時
期
は
六
世
紀
後
半
で
す
。

…
三
基
の
横
穴
式
石
室
を
も

つ
古
墳
群
で
、
見
学
す
る
の
は
第

一
号
古
墳

（福
山

市
史
跡
）
で
す
。
第

一
号
古
墳
は
直
径
約
十
三

ｍ
の
円
墳
で
全
長
九

・
五

ｍ
、
幅

二

ｍ
、
高
さ
二

・
五

ｍ
の
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
を
持

つ
古
墳
で
す
。
鎌
、
斧
、

小
刀
、
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
な
ど
を
出
土
し
て
い
ま
す
。
六
世
紀
前
半
頃
の
築
造
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

見
学
す
る
の

ｍ
、
高
さ

一
・

--

田国
日
日
四
□
旧
□
（あ
ま
つ
い
わ
さ
か
）

…
古
代
の
人
々
が
お
祭
り
を
し
た
所
で
、
山
の
中
腹
に
大
き
な
石
を
組
み
立
て
て

い
ま
す
。
古
代
の
人
た
ち
は
高
い
と
こ
ろ
や
大
き
な
岩
、
本
に
神
様
が
や

っ
て
く

る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の

「立
岩
」
か
ら
は
松
永
湾
が

一
望
で
き
る
こ
と
、

山
の
頂
上
付
近
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
古
代
の
人
た
ち
が
お
祭
り
を
し
て
い
た
の

で
す
。

◎
藁
江
～
松
永

コ
ー
ス

…
長
さ
六

・
一
ｍ
・
幅

一
・
六

ｍ
・
高
さ

一
・
七

ｍ
の
横
穴
式
石
室
で
、
袖
の
な

い
無
袖
式
横
穴
式
石
室
が
残

っ
て
い
ま
す
。
古
墳
の
上
盛
り
が
流
さ
れ
て
い
る
の

で
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
直
径
十
五

ｍ
く
ら
い
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
、
六
世
紀

後
半
頃
の
築
造
と
思
わ
れ
ま
す
。

…
六
世
紀
後
半
に
連
続
し
て
築
か
れ
た
古
墳
群
で
、
六
基
の
古
墳
が
残
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
円
墳
と
思
わ
れ
ま
す
。
最
大
の
も
の
は
四
号
墳
で
、
長
さ
九

・
一
ｍ
、
幅

一

三

ｍ
、
高
さ

一
・
七

ｍ
の
横
穴
式
石
室
の
古
墳
で
す
。

…
畑
の
中
に
あ
り
、
い
ず
れ
も
横
穴
式
石
室
を
も

つ
小
規
模
な
古
墳
群
で
、
現
在

四
基
が
残

っ
て
い
ま
す
。
六
ツ
塚
古
墳
群
と
同
じ
よ
う
に
築
か
れ
た
と
き
は
も

っ

と
多
く
の
古
墳
が
あ

っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
ら
を
支
え
た
人
た
ち
の
墓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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…
古
墳
の
形
は
円
墳
と
考
え
ら
れ
、
直
径
８

ｍ
で
す
。
そ
れ
に
長
さ
五

・
二
五

ｍ
、

幅

一
・
四

ｍ
、
高
さ

一
・
困

ｍ
の
横
穴
式
石
室
が
あ
り
ま
す
。
発
掘
調
査
に
よ
り

上
器
の
破
片
や
鉄
釘
、
鉄
滓

（鉄
の
か
す
）
な
ど
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
古

墳
は
七
世
紀
の
初
め
頃
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

…
松
永
湾
の
東
に
あ
る
縄
文
時
代
の
貝
塚
で
す
。
こ
こ
か
ら
貝
殻
と
共
に
縄
文
時

代
の
土
器
や
石
器
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
土
器
の
研
究
か
ら
、
こ
こ
に
は
縄
文

時
代
の
早
く
か
ら
人
々
が
住
み
始
め
、
弥
生
時
代
に
近
く
な
る
と
離
れ
て
い
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現
在
は
員
塚
の
一
部
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
西
欝
本

地
方
は
大
規
模
な
貝
塚
が
少
な
い
の
で
必
見
で
す
。

闇
躍

剛

幽

＋
固

国

は
隅
墳
で
す
。
内
部
主
体
は
北
側
に
鐵
を
開

自
か
つ
て
狭
く
な
る
ド
ー
ム
状
に
造
ら
れ
て

土
師
器
と
い
う
焼
き
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

紀
後
半
に
進
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

鳥
越
第

一
号
古
墳

一
臨
竜
八

購

瞳舞』］鵡

米
翔

躁

越
第
二
号
古
墳

一　〓錮れ強暉̈
爛期な』胸ｒ帥『竃椰レ脚敏議喝穐颯増教「いは摯詢一

）
』
こ

か
ら
は
松
永
湾
と
市
街
地
を

一
望
で
き
ま
す
。
墳
丘
は
直
径
四
人
～
五
十

ｍ
、
高

さ
七

ｍ
の
円
墳
で
備
後
南
部
に
お
い
て
は
同
時
代
の
古
墳
の
中
で
も
突
鶏
し
た
大

き
さ
を
持

つ
て
い
ま
す
。
こ
の
書
獲
は
北
側
に
小
さ
な
造
り
出
し
を
持

つ
可
能
性

が
あ
り
、
二
段
築
成
と
さ
れ
て
い
ま
す

（以
前
は
方
墳
と
さ
れ
て
い
た
）
。
墳
頂

の
平
坦
面
は
直
径
三
二
～
二
四

ｍ
で
墳
頂
部
に
は
埴
輪
が
あ
り
、
墳
丘
に
は
葺
石

が
鱗
出
し
て
い
ま
す
。
内
部
主
体
は
東
西
に
曲
く
墜
穴
式
石
壼
で
長
さ
は
約
二

・

五

ｍ
あ
り
ま
す
。
付
近
に
は
蓋
石
と
見
ら
れ
る
花
向
岩
が
積
ま
れ
そ
の
上
に
小
さ

な
祠
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
室
の
内
部
構
造
は
詳
し
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
遺

物
と
し
て
朱
文
鏡
、
鉄
剣
、
砥
石
が
出
上
し
、
横
丘
か
ら
須
恵
器
、
土
簿
器
、
埴

輪
な
ど
が
見

つ
か
つ
て
お
り
、
埴
輪
の
中
で
も
水
鳥
形
の
頭
部
の
形
象
埴
輪
が
特

徴
で
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
人
物
は
松
永
湾

一
帯
に
勢
力
を
持

つ
て
い
た
有
力
な
豪
族
と
考
え
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
°

で 陵
て こ す の
い の

°
頂

ま 古 石 上

° ｀
は あ

前 全 り
に 長

｀

は 九 円
松 ・ 墳
永 三 に
湾 m比
が

｀
較

広 幅 的
が 一 大
つ ・ 型
て ノヽ の
い m片
な

｀
袖

が 高 式
ら さ のヽ_横
な ・ 穴
ぜ 七 式
か m石
西 の 室
を 大 を
向 き 持
い さ つ

ス

「
驚
目
「
嘲
週

圏
泰
間
□

（広
島
県
史
跡
）

懸
閣

園

と 山 備 状 み 六 穴 墳  す 墳 室 に

頃 駅 も い き
｀

円 闘
の 家 の ド さ 幅 墳 一
築 町 で |や 二 で 号
造 の

｀
ム 積 ・ 横 古

考 の 後 に 方 lln式 か
え 神 南 積 に

｀
石 ら

ら 古 部 み 特 高 室 東
れ 墳 で 上 徴 さ を

｀

て が は げ が は 持 ゆ
い あ 一 て あ 現 つ る
ま る 番 い り 在 て や
す の 古 ま ま 一 い か°

み い す す ・ ま な
で も

° °
人 す 峠

す の こ 人 菫
°

近°
の れ の の 特 く

こ ひ は 頭 規 徴 に
の と 横 よ 模 は あ
育 つ 穴 り を こ る
墳 で 式 少 持 の 直
は 同 石 し つ 横 径
六 時 室 大 て 穴 十
世 代 で き い 式 人
紀 の も め ま 石 lYI

の も 古 の す 室
｀

前 の い 自 が で 高
半 と 夕 然

｀
全 さ

Sし イ 石 石 長 四

ネ申
村
ノヽ
幡
社
の

東
約
二

百
lrl

の

ゆ
る
や
か
な
丘
陵
の

先
端
付
近
に
あ
り
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福
山
古
墳
ロ
ー
ド
事
業
を
想
う

池

田
　
健

二

そ
れ
は
突
然

の
事
で
あ

つ
た
。
エハ
月
の

役
員
会
の
議
題
に
『
市
民
提
案
型
ま
ち
づ

く
り
基
金
』
の
活
用
に

つ
い
て
　
と
田
口

会
長
の
提
案
が
あ

っ
た
。
市
民
提
案
型
？

基
金
？
何
の
事
や
ら
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

後
か
ら
聞
く
と
五
月
十
三
日
の
朝
刊
に
募

集
記
事
が
載

っ
て
い
た
ら
し
い
。

田
国
会
長
が
計
画
案
を
「当
備
陽
史
探

訪
の
会
の
『
親
と
子
の
古
墳
め
ぐ
り
』
も
来

年
で
第
二
十
五
回
に
な
る
の
で
、
記
念
事

業
と
し
て
古
墳

ロ
ー
ド
を
整
備
、
△
ム
と
し

て
の
活
動
足
跡
を
残
し
、
△
ム
の
活
性
化
を

図
り
た
い
」
と
説
明
。
そ
れ
に
つ
い
て
急
き

ょ
役
員
全
員
で
検
討
す
る
も
、
な
か
な
か

意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
。
「会
と
し
て
は
事

業
規
模
が
大
き
す
ぎ
る
Ｌ
大
規
模
を

一
度

に
し
て
完
成
し
な
い
と
恥
を
掻
く
Ｌ
今
年

度
の
予
算
に
計
上
し
て
い
な
い
の
に
問
題
だ
」

「会
と
し
て
金
が
無
い
Ｌ
参
加
す
る
人
が

集
ま
る
か
心
配
だ
Ｌ

一
部
の
人
だ
け
に
負

担
が
集
中
す
る
「
地
権
者
折
衝
を
誰
が
す

る
の
か
Ｌ
他
の
行
事
に
支
障
が
出
る
Ｌ
申

請
に
時
間
が
無
さ
過
ぎ
る
」等
な
ど
、意
見
轟
々

白
熱
す
る
こ
と
。
皆
真
剣
に
協
議
《
結
果
、

こ
れ
が
良
か
っ
た
。
真
剣
に
検
討
、
意
見
を

述
べ
、
や
る
か
ら
に
は
大
変
だ
ぞ
！
と
役

員
全
員
が
気
を
引
き
締
め
る
事
が
出
来
た
》

心
配
す
る
人
、
不
安
が
る
人
、
早
く
も
や
る

気
に
な
っ
た
人
、
で
も
誰

一
人
反
対
が
無
く
、

条
件
付
き
賛
成
し
て
田
国
会
長
案
に
て
応

募
す
る
事
に
決
ま

っ
た
。
私
も
出
来
る
か

不
安
い
っ
ぱ

い
だ

つ
た
が
、
血
液
型
○
型

の
特
徴
「何
と
か
な
る
だ
ろ
う
～
」
と
思
う

こ
と
に
し
た
。

早
速
六
月
八
日
の
臨
時
役
員
会
、
六
月

九
日
の
現
地
下
見
、
六
月
十
三
日
の
申
請

書
提
出
と
忙
し
く
、
△
ム
長
、
事
務
局
長
の
後

を
付
い
て
歩
く
日
々
が
始
ま

つ
た
。

七
月
二
日
の
市
役
所
で
開
催
さ
れ
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
に
は
会
長
と
出
席
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
応
募
数
十
九
件
の
内
、

一
次
審
査
通
過
十
四
件
に
て
開
催
。
各
事

業
プ
レ
ゼ
ン
を
熱
く
行
い
、
我
が
備
陽
史

探
訪
の
会
を
含
む
十

一
事
業
が
選
考
さ
れ
た
。

（参
加
し
た
感
想
は
、
他
の
事
業
は
祭
り
の
、

グ
ル
ー
プ
の
た
だ
単
に
援
助
を
求
め
、
イ

ベ
ン
ト

一
日
だ
け
の
事
業
が
多
く
、
そ
れ

が
何
故
官
民
協
働
な
の
か
疑
間
に
感
じ
た
が
、

我
が
会
の
事
業
は
会

の
為
よ
り
地
域
、
社

会
の
為
に
な
り
、
一九
成
後
も
継
続
的
に
残

る
他
に
は
な
い
良
い
事
業
と
感
じ
た
）

選
考
さ
れ
る
と
、
何
し
ろ
時
間
が
無

い

の
で
、
真
夏
の
七
月
、
人
月
、
九
月
と
汗
ダ

ク
ダ
ク
に
現
地
調
査
、そ
し
て
、
コ
ー
ス
決
定
、

道
標
説
明
板
の
設
置
個
所
の
決
定
、
同
デ

ザ
イ
ン
の
検
討
、
説
明
板
の
内
容
調
査
、
行

政
と
の
打
合
せ
、
地
元
町
内
会
、
Ｊ
Ｒ
と
の

折
衝
と
息
つ
く
間
も
な
い
よ
う
な
忙
し
い
日
々

が
続
い
た
が
、
毎
回
会
員
十
数
名
か
ら
二

十
名
近
く
参
加
し
て
汗
し
た
結
果
、
道
標

の
発
注
、
案
内
板
の
市

へ
の
委
託
に
ま
で

こ
ぎ

つ
け

一
安
心
。

い
よ
い
よ
、
最
大
の
難
関
『
地
権
者
同
意

折
衝
』
何
処
か
ら
手
を
付
け
た
ら
良
い
か

分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
何
と
、
当
会
の
地
元

有
力
者
の
尽
力
で

一
気
に
同
意
が
貰
え
た
。

こ
れ
で

一
気
に
完
成
の
目
処
が
付
い
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
、
道
路
、
公
園
は
市
の
「協
働
の

ま
ち
づ
く
り
課
」
が
窓
口
に
な
り
、
ン
」れ
も

解
決
。
最
大
の
山
を
あ

つ
さ
り
と
越
え
る

事
が
出
来
た
。
（知
ら
な
い
の
は
私
だ
け
で

関
係
者
の
皆
さ
ん
は
大
変
な
苦
労
を
さ
れ

た
事
で
し
ょ
う
）
そ
れ
に
は
、
報
道
（新
聞
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
）
に
た
び
た
び
取
り
上
げ

ら
れ
た
事
が
、
良

い
方
に
作
用
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
設
置
作
業
。当
日

一
月
、

二
月
の

一
番
寒
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
沢
山

の
会
員
が
参
加
し
て
く
れ
て
予
想
よ
り
簡

単
に
設
置
作
業
が
怪
我
無
く
出
来
た
事
は

良
か

っ
た
。
（当
初
は
業
者
に
設
置
を
委
託

す
る
予
定
が
パ
ン
フ
枚
数
を
増
や
し
た
い

の
で
予
算
節
約
の
為
会
員
奉
仕
と
な

っ
た
。

↓
結
果
、
△
ム
員
の
活
性
化
、
一
体
感
、
親
睦

に
も

つ
な
が
り
非
常
に
良
か
っ
た
）

ま
た
、
一
番
嬉
し
か

っ
た
の
は
、
新
間
を

見
て
地
元

一
般
の
人
が
設
置
作
業
に
来
て

く
れ
た
事
。
一
一月
の
設
置
作
業
日
に
は
「高

塚
古
墳
」
に
な

っ
て
い
た
地
元
設
置
看
板

が
二
月
設
置
作
業
日
に
は
『
宝
塚
古
墳
』
に

皆
直

つ
て
い
た
事
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
駅
前
の

ゴ
ミ
を
片
付
け
に
市
と
共
に
行

っ
た
ら
、

大
き
な
ゴ
ミ
は
撤
去
さ
れ
て
い
た
事
。
見

学
会
前
日
に

コ
ー
ス
確
認
、
清
掃
に
廻

っ

た
ら
、
一
一子
塚
古
墳

の
周
囲
が
綺
一麗
に
な

っ
て
お
り
、
し
か
も
古
墳
周
囲
も
見
学
で

き
る
よ
う
に
草
刈
、
ロ
ー
プ
張
り
ま
で
出

来
て
い
た
事
。
天
気
予
報
で
は
式
典
当
日

は
『
雨
』
。
絶
対
に
降
る
と
思
い
、
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
等
を
段
取
り
し
て
い
た
が
、
雨
の
見

学
会
に
人
が
来
な
い
の
で
は
と
心
配
し
た
。

し
か
し
当
日
は
曇
り
な
が
ら
雨
は
降
ら
ず
、

当
日
駅
前
広
場
を
埋
め
る
百
七
十
名
以
上

の
人
を
目
に
し
た
時
。
そ
し
て
、
講
演
会
終

了
後
、
参
加
し
た

一
人
が
パ
「
日
コ
ー
ス
を

説
明
し
て
く
れ
た
人
は
凄
い
な
―
。
何
で

も
知

っ
て
い
る
な
―
。
良
か
っ
た
わ
―
。
あ

り
が
と
う
」
と
言

っ
て
く
れ
た
時
。
等
ど
れ

も
こ
れ
も

一
番
嬉
し
か
っ
た
事
で
す
。

地
元
の
人
々
の
事
業
に
懸
け
る
期
待
を

感
じ
る
事
が
で
き
、
事
業
を
や

つ
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
古
墳

ロ
ー
ド
事
業
に
支
援
協

力
し
て
下
さ
っ
た
、鈴
木
工
務
店
、平
和
建
設
、

ア
ー
ト
く
れ
な
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
を
愛
す
る
会
、
そ
し
て
支
柱
を
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第
七
回
古
墳

ロ
ー
ド
実
行
委
員
会

（参
加
　
十
六
名
）

二
五
、
平
成
十
九
年

一
月
二
十
、
二
十

一

日

（±

ｏ
日
）

道
標
設
置
作
業

（参
加
　
十
四
名

・

二
〇
名
）

三
六
、
平
成
十
九
年

一
月
二
三
日

（火
）

道
標
設
置
後
後
片
付
け
、
追
加
発
注
。

三
七
、
平
成
十
九
年
二
月
二
日

（金
）

第
人
回
古
墳

ロ
ー
ド
実
行
委
員
会

（参
加
　
一
一十

一
名
）

二
人
、
平
成
十
九
年
二
月
七
日

（水
）

総
合
案
内
板
　
を九
成
受
け
取
り

二
九
、
平
成
十
九
年
二
月
八
日

（木
）

行
政
打
ち
合
わ
せ

四
十
、
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

（木
）

行
政
打
ち
合
わ
せ

四

一
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
三
日

（金
）

総
合
案
内
板
設
置
準
備
作
業

四
二
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
四

・
二
十

五
日

（±

ｏ
日
）

総
合
案
内
板
設
置
作
業

（参
加
市

一

名

。
十
三
名
、
市

一
名

ｏ
十
六
名
）

四
三
、
平
成
十
九
年
二
月
二
日

（金
）

総
合
案
内
板
設
置
後
片
付
け

（参
加

二空
一一名

ｏ
五
名
）

四
四
、
平
成
十
九
年
二
月
二
日

（金
）

第
九
回
古
墳

ロ
ー
ド
実
行
委
員
会

（参
加
二
〇
名
）

四
五
、
平
成
十
九
年
二
月
九
日

（金
）

行
政
　
中
間
金
交
付

四
六
、
平
成
十
九
年
二
月
十
三

・
十
四

・

十
六
日

古
墳

ロ
ー
ド
チ
ラ
シ
配
布

（北
部
市
民
セ
ン
タ
ー

・
公
民
館

・

町
内
会
）

四
七
、
平
成
十
九
年
二
月
十
九
日

（月
）

古
墳
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
完
成
　
配
布

四
人
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
三
日

（金
）

完
成
記
念
行
事
　
準
備
（参
加
六
名
）

四
九
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
五
日

（日
）

完
成
記
念
行
事
　
除
幕
式
、
テ
ー
プ

カ
ツ
ト
、
見
学
会
（参
加

一
七
〇
名
）

完
成
記
念
行
事
講
演
会
（参
加
九
十
名
）

五
十
、
平
成
十
九
年
四
月
五
日

（木
）

行
政
　
一九
成
報
告
書
提
出

歴
史
民
俗
研
究
部
会
現
地
学
習
会
の
ご
案
内

岡

山

城

下

の

寺

社

を

訪

ね

る

五
月
の

「歳
時
記
を
読
む
」
は
休
み
ま
す
。

代
わ
り
に
左
記
の
日
程
で
現
地
学
習
会
を

行
い
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
五
月

六
日
ま
で
種
本
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【実
施
要
領
】

《
同
時
》
五
月
二
十
日

（日
）

※
雨
天
決
行

《
集
合
時
間

・
場
所
》

午
前
七
時
五
十
分

福
山
駅
北
ロ
バ
ス
乗
り
場

八
時
発
九
時
三
十
分
岡
山
市
着

《
参
加
費
》
三
〇
〇
〇
円

《
申
込
》
種
本
　
実
ま
で

（肌
０
９
０

‐
６
４
３
１

１
７
７
５
３
）

《
定
員
》
先
着
　
一
一〇
名

《
そ
の
他
》
昼
食
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

帰
福
午
後
六
時
頃
の
予
定
で
す
。

《
主
な
見
学
地
》

［
玉
井
宮
と
東
照
宮

・
国
清
寺

・
岡
山

神
社

ｏ
瑞
雲
寺

・
伊
勢
神
社
な
ど
］

◎

六
月
バ
ス
例
会

水
無
日
の
広
島
を
ゆ
く

―
も
う
ひ
と
つ
別
の
広
島
を
知
る
―

【実
施
要
項
】

《
実
施
日
》
六
月
二
日

（日
）
雨
天
決
行

《
集
合
時
刻
》
八
時

一
〇
分

《
集
合
場
所
》
福
山
駅
北
口

観
光
バ
ス
停
留
所

会
員
　
一二
五
〇
〇
円

一
般
　
一二
八
〇
〇
円

四
十
三
名

電
話

ｏ
Ｆ
Ａ
Ｘ

・
メ
ー
ル

で
事
務
局

へ
。

《
講
師
》
小
林
さ
な
え
さ
ん

（歴
民
研
）

平
田
恵
彦
さ
ん

（歴
民
研
）

《
そ
の
他
》
弁
当

ｏ
飲
物
は
各
自
持
参

【主
な
探
訪
予
定
地
】

▼
千
葉
家
住
宅

・
庭
園

（海
田
町
中
居
）

広
島
県
指
定
文
化
財
、
庭
園
は
県
名
勝

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

▼
国
前
寺

（広
島
市
東
区
山
根
町
）
　

日

蓮
宗
の
寺
院
。
二
代
藩
主
の
妻
、
満
姫
の

菩
提
寺
。

▼
広
島
東
照
宮

（広
島
市
東
区
二
葉
の
里
）

浅
野
光
晟
が
慶
安
元
年

（
一
六
四
人
）
に

造
営

▼
三
滝
寺

（広
島
市
西
区
三
滝
山
）

「三
滝
観
音
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
真
言
宗
の
寺
院
。

▼
海
蔵
寺

（広
島
市
西
区
田
方
）

曹
洞
宗
の
寺
院
。
毛
利
時
代
に
は
、
家

臣
の
草
津
城
主
児
玉
氏
の
菩
提
寺
で
あ
つ
た
。

▼
そ
の
他

草
津
人
幡
神
社
、
小
泉
本
店

（酒
造
家
）

等
を
探
訪
す
る
予
定
。
乞
う
ご
期
待
―

□
古
事
記
を
読
む
　
五
月
十
二
日
↑
↓

午
後
二
時
　
福
山
市
民
図
書
館

□
中
世
を
読
む
　
　
五
月
十
九
日
↑
↓

午
後
七
時
　
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

□
古
墳
講
座
　
　
　
五
月
二
六
日

（土
）

午
後
七
時
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

《
参
加
費
用
》

《
募
集
人
数
》

《
申
込
方
法
》

五
月
　
歴
史
講
演
会

「備
後
の
武
相
と
出
城
」

《
日
時
》
五
月
二
十
六
日

（土
）

午
後
二
時
～
四
時
ま
で

《
場
所
》
福
山
市
本
町

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

《
講
師
》
田
口
義
之
会
長

《
会
費
》
無
料


